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残された課題：「植民地時代」の扱いをめぐって

浮葉正親（名古屋大学）

 先日（3月17～18日）、国立民族学博物館で開催された「日本における韓国文化の

表象」というシンポジウムに参加するという貴重な機会を得た。韓国から招かれたゲ

ストの方々のお顔を拝見し、まず考えたのは、もし逆の立場だったら、つまり「韓国

における日本文化の表象」というシンポジウムに呼ばれ、展示された「日本文化」の

数々に対して何かコメントをと言われたら、やはり困惑を隠せないだろうなというこ

とだった。外国人の研究者の目に映る〈異文化〉としての自文化、それを表象するモ

ノたちを前にしてどのようなスタンスで感想を表明し得るだろうか。違和感を感じる

ことは確かであるが、何がどう「違う」のか、またどこが「欠けている」のか。研究

者としての論理的な説明よりも、「もっといいものがあるのに、なぜこれが展示され

ているのか」というレベルの「無いものねだり」をしてしまいそうである。

 予想通り、「酒幕の屋根がなぜ銅板なのか」、「済州島の民家の模型が中央に置かれ

ているが、これが韓国の民家を代表するものなのか」、「展示が宗教生活に片寄り過ぎ

ている」などという質問やコメントが出された。これらにホスト役の朝倉敏夫氏が一

つ一つ丁寧に答えていく。というよりも、今回のリニューアルの限界や問題点につい

ては、朝倉氏自身が誰よりも自覚しているはずである。傍目には朝倉町に対する聴聞

会のように見えるシンポジウムの進行は、入念に準備されたもののように思われた

（ただ日本側のゲストが朝倉氏にあまり助け船を出さないのは少し意外だった）。韓

国側のゲストはいずれも韓国を代表する博物館の責任者であり、第一線の研究者であ

る。限られたスペースのなかで自らの研究成果を集約して展示することの難しさを熟

知している。少なくとも「揚げ足を取る」ような質問は一つもなく、日本側の投げた

ボールを真剣に受け止めようとする誠実な姿勢が印象的であった。シンポジウムのな

かでは、韓国における博物館展示の問題点（たとえば「遺物」「文化財」の展示が中

心で、現代の展示がタブー視されていること）も吐露され、博物館のありかたをめぐ

る諸問題が活発に議論された。運営者中心の博物館をどうやったら利用者中心の博物

館にシフトすることができるのか、博物館の交流的機能をどのように促進していった

らいいのかという普遍的な問題も議論され、第1日目の討議は大いに盛り上がった。
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甘薯斗刈 囚剋フ1λ1可」．91刈司暑暑司叫エ

下葉正親（名古屋大學）
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 問題は第2日目の討議である。この日は今回のリニューアルに際して残された課題

として提示された、〈植民地時代の展示〉とく海外コリアンの展示〉という二つのテ

ーマが議論された。しかし、結果的にこの日の議論は前日ほどの盛り上がりを見せな

かった。その理由として考えられるのは、この二つのテーマが研究者同士の関係に収

まり切らない、日韓両国の歴史や政治的な背景と深く関わるものだからである。

 まず、〈植民地時代の展示〉についてであるが、このテーマを「韓国における日本

文化」という別の言葉で置き換えようとしたことに対する韓国側の反発である。日本

側が「植民地」という言葉を避けたのは、 「民博の展示としては、植民地時代の功罪

を問おうとするものではなく、生活文化を通して、この時代を考察できるような展示

が望ましいと考え」［シンポジウム抄録：p．19］たからだという。日本側としては、そ

のような展示をあえて行うことで、その時代の日韓の文化交流に関する研究を進めて

いく突破口を開こうという意図があるように思われる。ところが、そのような置き換

えこそが過去の歴史を隠蔽しようとするものと誤解されかねないと同時に、終戦／解

放後半世紀が過ぎたこの時点で、韓国に今なお残る植民地時代の遺産に対して、改め

て「日本文化」というレッテルを貼りつけることの政治性が等閑視されているのであ

る。確かに現在の韓国生活文化には「日本」を意識させるものが少なくない。新聞社

や土建業界の専門用語をはじめとして、学校や軍隊制度、農具や歌謡曲など、あらゆ

る分野に植民地時代（ばかりか現代の日本経済の影響力）の刻印を見ることができる。

ただ、それらについても過去50年の歳月のなかで韓国人の肌に合うものは残され、韓

国化されてきていることを忘れてはならない。植民地主義人類学の視角でより深い議

論を重ねたうえで展示を検討した方がよいという韓国側の全京秀氏のコメントは問題

の本質を正鵠に指摘したものと思われた。この問題は、中生勝美氏が盛んに指摘して

いる、日本の人類学と植民地との関係という問題とも関わっており、とりわけ韓国を

フィールドとする研究者に突きつけられた大きな問題だといえる。今後、韓国の研究

者とのより活発な共同作業が不可欠な領域だと思われる。

 次に、〈海外コリアンの展示〉というテーマについてであるが、これも植民地時代

の歴史と無関係でないことが韓国側のゲストに指摘された。中国でも、ロシアでも、

コリアンにインタビューする度にまず言及されるのは、日本人が自分たちに何をやっ

たのかということであるという。83年目展示でも、今回の展示でも、民族の分断とい

う現実がまったく触れられていないという韓国側の指摘は、まさに日本側の急所を突

いたものと思われた。 「海外」のコリアンの展示以前に、日本のコリアンの展示が行
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われていない現状を鋭く指摘したからである。「檀君の肖像画の横になぜ金日成の肖

像画がないのか」という韓国側の指摘は、「日本でならそれができるのになぜやらな

いのか」という期待の裏返しでもあった。在日コリアン、とくに朝鮮総連系のコリア

ンの生活文化に対する研究というテーマも韓国側から投げ帰された重いボールだった

と思う。

 今回のシンポジウムに参加して改めて感じたのは、朝鮮半島の文化をく異文化〉と

して表象することの難しさであった。他の地域に比べ、朝鮮半島と日本はあまりにも

近く、互いに深く関わり合ってきた歴史がある。朝鮮半島の文化を研究することは、

日本人が意識しない、あるいはあえて見ようとしない、もう一つの日本人の顔に直面

せざるを得ない作業だといえる。その意味で、韓国における韓国研究者ばかりでなく、

韓国における日本研究者との連携作業も必要なのではないかと思われる。日本人とし

て、人類学者として、韓国研究者として、単なる地域研究というレベルを越えて、

「韓国における日本文化の表象」といかに向かい合っていくのかという問題について

も、これからもっと議論されなければならないと考えられる。

 両国の研究者に課せられた問題は数多くあり、韓国の諺で言えば、「山を越えたら、

また山があった」という状況であることが今回のシンポジウムでは改めて浮き彫りに

なった。それでも、半世紀という長い時間の経過のなかで、両国の研究がそれぞれの

文脈で成熟し、その成果が対話を可能にする水準に達したこと、共同研究の新たな端

緒は開かれ、ともに手を携えて山を越えようという意志があることが確認された点で、

今回のシンポジウムは実に実りあるものだったといえる。
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